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させ.さらにス トレプ トアビジン結合 Alkaline
Phosphataseを反応させて染色すると､好中球に陽性
像が柁められ､非ビオチン化したVIIaによる前処理に
よって陽性所見は著明に抑制された.以上の結果から､
アルザス反応部に浸潤した好中球は機能的な TFを産
生していることが明らかとなった.これは.TFによっ
て妨耕された血液凝固反応の総見生じるフィブリン沈
新が免疫組枯放色によって検出されたことで支持され
た.
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研究の目的は､霊長類へのワクチン用マテリアル
の開発とワクチン後の免疫能の解析である｡このよ
うな新しいワクチンベクターを作成することは広い
応用性があり霊長類0.生体防御機構を理解する上で
も意味がある.私たちは､サルモデルでの迫伝子銃
による迫伝予科大法を検討した｡
HeliosGeneGunを用いたDNAワクチン接種を
行い､迫伝子ワクチンの可能性について検討した.
迫伝子銃は.迫伝子叩人のさいウイルスベクターを
用いなくてよい.細胞の周期を問わない.核内のみ
ならずミトコンドリアなどの細胞内小器官へも封入
できるといった特性を持ち.局所へ効率よく迫伝し
中人することが可能といわれている.
HelioSGene印nはDNAプラスミドを微小な金
粒子にコートさせ.ヘリウムガス圧を用いて粒子と
ともに外来迫伝子を細胞や組紙に物理的に鞭入する
装置である.HeliosGeneGunの邦となる金粒子と
DNAの複合体をいろいろな条件で作出した.
レポーター泣伝千 ･GFPを押入した pEGFPCl
plasmidを用い､C3H/HeJマウスでのinvitro,in
vivoでの Genegunの迫伝子村人効率および細胞や
組矧 こ及ぼす傷宙を評価し,金地子DNA複合体の
作成条件や至適条件圧などを解析した｡その結果を
参考にして､ニホンザルにおける Genegunの遼伝
子帝人の予備突放を試み､導入効率など解析中であ
る.
